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こちらのマークの記事は「糖尿病リソースガイド」 に掲載されています。

監 修
関東労災病院 
糖尿病・内分泌内科 前部長

浜野 久美子 先生

Ｃ
Ｇ
Ｍ（
持
続
グ
ル
コ
ー
ス
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
）は
、２
０
０
９
年
に
初
め
て
国
内
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

当
初
は
日
常
臨
床
で
の
使
用
に
は
制
約
が
あ
り
ま
し
た
が
、今
で
は
多
く
の
患
者
さ
ん
が
日
常

的
に
血
糖
管
理
に
Ｃ
Ｇ
Ｍ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。当
た
り
前
に
な
っ
た
今
だ
か
ら
こ
そ
、Ｃ
Ｇ
Ｍ
の
基
本

を
押
さ
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

当
た
り
前
に
な
っ
た
今
こ
そ
、押
さ
え
て
お
こ
う

Ｃ
Ｇ
Ｍ
の
基
本

な
い
患
者
で
あ
れ
ば
、保
険
適
用
の
範
囲

で
使
用
可
能
で
す
＊1
。

　　

Ｔ
Ｉ
Ｒ（Tim

e in Range

）は
、70
〜
180

　
　
　

を
血
糖
の
目
標
範
囲
内
と
定
め
、

こ
の
範
囲
内
に
あ
る
時
間
の
割
合（
％
）の

こ
と
を
言
い
ま
す
。こ
の
Ｔ
Ｉ
Ｒ
の
割
合
を

な
る
べ
く
高
く
し
、ま
た
低
血
糖
の
割
合

（
Ｔ
Ｂ
Ｒ
）を
低
く
す
る
こ
と
が
、１
型・２

型
と
も
に
糖
尿
病
の
良
好
な
管
理
に
つ
な

が
る
こ
と
が
近
年
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
＊2
。

Ｃ
Ｇ
Ｍ
の
各
機
種
に
は
専
用
ア
プ
リ
が
あ

り
、Ｔ
Ｉ
Ｒ
の
レ
ポ
ー
ト
が
確
認
で
き
ま
す
。

ま
た
、低
血
糖
な
ど
の
変
動
が
ど
の
時
間

帯
に
起
き
て
い
る
か
に
つ
い
て
も
、Ａ
Ｇ
Ｐ

（Am
bulatory G

lucose Profile

）レ
ポ
ー

ト（
図
）を
活
用
す
る
こ
と
で
視
覚
的
に

把
握
で
き
ま
す
。療
養
指
導
の
際
は
ぜ
ひ

こ
れ
ら
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
Ｃ
Ｇ
Ｍ
に
は
様
々
な
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
が
、で
は
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｇ
を
使
わ
な

く
て
も
よ
い
か
と
い
う
と
、必
ず
し
も
そ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ

ト・デ
メ
リ
ッ
ト
を
把
握
し
た
う
え
で
、使

い
分
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。例
え

ば
、Ｃ
Ｇ
Ｍ
は
実
際
の
血
糖
値
と
タ
イ
ム
ラ

グ
が
あ
り
、測
定
値
と
症
状
が一
致
し
な
い

場
合
な
ど
は
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｇ
で
血
糖
値
を
測
定

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。Ｃ
Ｇ
Ｍ
の
セ
ン

サ
ー
装
着
部
位
に
皮
膚
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き

る
方
で
は
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｇ
が
必
要
で
し
ょ
う
。

ぜ
ひ
そ
れ
ぞ
れ
の
患
者
に
合
っ
た
選
択
や
、

状
況
に
応
じ
た
使
い
分
け
を
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
お
願
いい
た
し
ま
す
。

　

Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｇ（
血
糖
自
己
測
定
）は
、穿
刺

器
具
で
指
先
か
ら
採
血
し
、測
定
器
の
セ

ン
サ
ー
に
付
着
さ
せ
る
こ
と
で
そ
の
時
点
の

血
糖
値
が
わ
か
り
ま
す
。一
方
、Ｃ
Ｇ
Ｍ
は
皮

下
に
装
着
し
た
セ
ン
サ
ー
か
ら
皮
下
間
質

液
中
の
グ
ル
コ
ー
ス
濃
度
を
測
定
し
ま
す
。

実
際
の
血
糖
値
と
は
５
〜
10
分
程
度
の
タ

イ
ム
ラ
グ
が
あ
り
ま
す
が
、持
続
的
な
測
定

の
た
め
食
後
高
血
糖
や
低
血
糖
な
ど
の

血
糖
変
動
を
把
握
し
や
す
い
特
徴
が
あ
り

ま
す
。日
本
糖
尿
病
学
会
に
よ
る「
持
続

グ
ル
コ
ー
ス
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
デ
バ
イ
ス
適
正

使
用
指
針
」で
は
、Ｃ
Ｇ
Ｍ
の
継
続
使
用
が

考
慮
さ
れ
る
患
者
像
と
し
て
、「
イ
ン
ス
リ

ン
療
法
で
も
血
糖
変
動
幅
が
大
き
い
」「
生

活
が
不
規
則
で
血
糖
が
不
安
定
」「
ス
ポ
ー

ツ
や
肉
体
作
業
な
ど
活
動
量
が
多
く
血
糖

が
動
揺
し
や
す
い
」「
低
血
糖
対
策
の
必
要

度
が
高
い
」な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、現
在
上
市
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の

Ｃ
Ｇ
Ｍ
は
、イ
ン
ス
リ
ン
自
己
注
射
を
１
日

１
回
以
上
行
っ
て
お
り
、か
つ
入
院
中
で

Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｇ
と

Ｃ
Ｇ
Ｍ
の
違
い

Ｔ
Ｉ
Ｒ
・
Ａ
Ｇ
Ｐ

レ
ポ
ー
ト
を
活
用

Ｃ
Ｇ
Ｍ
と
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｇ
の

使
い
分
け
が
大
事

本マニュアルは、糖尿病性神経障害の大多数を占める糖尿病
性多発神経障害の診断と管理がどの程度まで可能な状況で
あるかを解説しつつ、現状での最善な方法をわかりやすく誰でも
実施できることを目指して作成されました。また、診察
室や待合室に掲示可能な、糖尿病性神経障害の
啓発用ポスターもあわせて公開されています。

今回の改訂では、降圧目標が全患者で統一されました。2019年版では、
75歳以上の高齢者、また両側頸動脈狭窄などのある脳血管障害患者、
尿蛋白陰性のCKD患者では「診察室血圧 140/90mmHg（家庭血圧 
135/85mmHg）」としていましたが、厳格な血圧治療による
心血管イベント抑制の観点から、患者背景に関わらず
「130/80mmHg（125/75mmHg）」となりました。

『糖尿病性神経障害の評価・診断マニュアル』を作成
日本糖尿病学会

『高血圧管理・治療ガイドライン2025』が発刊
降圧目標が「130/80mmHg」に統一　日本高血圧学会

ニュース
まとめ読み
最近注目のニュースを
ご紹介します。

糖尿病リソースガイド
http://dm-rg.net/

詳細はこちら
サンスターグループらの研究では、2型糖尿病患者の日常的な口腔ケア
習慣とTIR（血糖が目標域に入った時間の割合）等のCGM指標を含む血
糖管理指標との関連性を検討。週3回以上の歯間清掃習慣がある人で
は、空腹時血糖値やHbA1cが低く、TIRが高く、また歯数が
20本以上ある人と20本未満の人の比較では、24時間を通
じてのCGMのグルコース値に明確な差が認められました。

2型糖尿病患者における歯間清掃習慣や歯の保持が
24時間の血糖値の安定と関連

岐阜大学、京都大学らの研究により、GLP-1受容体作動薬の
治療効果が、「食行動のクセ」と関連していることを明らかになり
ました。治療開始前に「食べ物の見た目や匂いといった外から
の刺激につられて食べてしまう傾向」が強い人ほど、
治療開始後の体重減少や血糖コントロールの改善
効果が大きかったとのことです。

2型糖尿病患者の「食行動のクセ」
GLP-1受容体作動薬の治療効果と関連

＊1 診療報酬の算定方法の一部を改正する告示（令和6年厚生労働省告示第57号） 別表第一（医科点数表） 
　  C150血糖自己測定器加算「7 間歇スキャン式持続血糖測定器によるもの 1,250点」
＊2 Battelino T et al. : Diabetes Care. 2019; 42(8): 1593-1603.
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　三和化学研究所では、血糖自己測定
導入時にSMBGとCGMについて患者に
わかりやすく説明できる「SMBG/CGM
患者説明用下敷き」をご用意しています。
　A4サイズのカラー印刷の下敷きで、
表面はSMBG、裏面はCGMについて
「測定方法」「測定値からわかること」
「測定時の注意点」「メリット・デメリット」
をイラストでわかりやすく紹介すること
ができます。
　はじめて血糖自己測定を行う患者だけ
でなく、SMBGからCGMへの変更を検
討している患者にSMBGとCGMの違い
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木下 久美子 先生（関東労災病院　糖尿病看護認定看護師）

数値を早くよくしたいという患者の意気込みはよくわかります。しかし、
過剰な服用や主治医の把握できていない治療は、糖尿病治療
の妨げになることをしっかり伝えていきましょう。糖尿病治療では、
処方された薬物を正しく服用し、副作用なく効果的に長期にわたっ
て続けることが大切です。患者は長い経過の中では、早くよくなり
たい、薬をこうしたいなどの相談や不安の吐露があると思います。
その思いを受けられる医療者側の雰囲気作りも大事ですね。

木下Ns. の一言アドバイス
Nurse's advice

皆さんの「元気が出る」「ほっとする」エピソードを
お待ちしております。採用された方にはプレゼントも！

実際の体験談を
4コマ漫画化！

産業看護に携わっていたころの話です。健診結果がよくなかった従業員
に、通院状況を尋ねたところ、「自分でもよくないのが気になり、ここ数ヶ月
は2箇所のクリニックに通っている」と言われました。薬が多ければ多い
ほど効果的だと思っているようで、手間を掛けていることに得意気でした。
2箇所通っていることは、双方の医師には内緒にしていたようです。産業
医面談で受診整理をし、徐々にHbA1c値は安定するようになりました。

糖尿病看
護の“あるある”体験談

4 コ マ 劇 場

第22回「薬は多ければ多いほどいい？」
愛知県　40代　ちばにあんさん（看護師歴 13年）

詳細はこちら▼

体験談募集中！

教えて、MRさん！

SMBG/CGM患者説明用下敷きのご紹介
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1

を説明する際にもご活用いただけます。
　患者ご本人やご家族への説明にぜひ
ご活用ください。資材をご要望の際は弊社
MRへご依頼ください。

SMBG/CGM患者
説明用下敷きは
こちらで確認できます


